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自ら学び、深める社会科学習 

―自己選択学習と小課題の設定を通して― 

 

特別研修員 山﨑 哉子 

 

Ⅰ 研究の概要 

 

１ 主題設定の理由 

群馬県の教育ビジョンでは、「ひとりひとりがエージェンシーを発揮し、自ら学びをつくり、行

動し続ける『自律した学習者』の育成」を最上位目標に掲げている。これを基に群馬県教育委員会

では、教師が「させる」授業から生徒が「する」授業への転換を目指している。また、研究協力校

の研修主題は「自己調整力を高め、主体的に学ぼうとする児童生徒の育成」であり、児童が自分で

学びを振り返り、調整する力を高めるために効果的なＩＣＴの使い方について研究している。 

児童の実態として、事前のアンケート結果より、歴史の学習を楽しみにしている児童や、自分の

考えをもとうとする児童が多く見られた。一方で、意見交流を経て、そこから自分の考えを深める

ことや、必要な資料の選択に課題がみられる児童もいる。 

そこで、本研究では、単元を通して自

己選択学習を取り入れることで、児童が

学びを設計し、自走できる環境づくりを

行った。その中で、「深まりシート」を

活用することで、児童が自らの学びを分

析・評価し、自己調整力を発揮しながら

学び続けることができるのではないかと

考えた。更に自己選択学習で習得した知

識を小課題の解決に活用し、知識の定着

を図る。解決の過程において「社会的な

見方・考え方」を働かせ、事象を多角的

に捉えることの有用性に気付かせること

で、社会科に対する知的好奇心及び学習

意欲を喚起したいと考え、本主題を設定

した（図１）。 

 

２ 具体的な手立て 
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手立て１ 「深まりシート」を活用した自己選択学習 

自己選択学習とは、学習計画表（資料１）に基づいて、児童が「学習内容、情報手段、表現方

法、時間配分」を選択し、見通しをもって自己調整力を発揮しながら進めていく学習方法である。 

毎時間、授業の終末には、「深まりシート」（資料２）を活用し、児童が自分の考えの深まりを

４視点（追加・変化・強化・進化）で分析する。４視点の定義は、新たな考えや学び方を手に入れ

たときは「追加」、自分の考えに変化があったときは「変化」、自分の考えや学び方に自信がもて

たときは「強化」、自分の学び方について成長を感じたときは「進化」とし、児童は１単位時間の

自らの学びを振り返り、視点を選択する。 

追究する過程では、児童が前時までの学習計画表や「深まりシート」を見直して、本時のめあて

や学習方法を加筆・修正するところから学習を始める。そこで本時の見通しをもち、計画を立てて

学習を進める自己調整力が発揮されると考える。 

図１ 研究のイメージ 
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Ⅱ 実践例 

 

１ 単元名  「戦国の世から天下統一へ」（第６学年・２学期）                   

 

２ 授業の実際 

本時は全７時間計画の第６時に当たる。児童は第１時に単元の課題と学習計画を作成し、第２時か

ら第５時まで計画表に沿って、自己選択学習を行った。その中で、児童は織田信長と豊臣秀吉が天下

統一に向けて行った政策について調べ、両武将の政策は、本人にとってどんなメリットがあったのか

について考えてきた。本時では、前時までの自己選択学習で得た知識を活用しながら、両武将が天下

統一に果たした役割に迫るために、武士や庶民の視点から両武将の政策を評価し、メリットやデメリ

ットについて考えた。 

 

(1) 手立て１について 

つかむ過程（第１時）の初めに、室町時代に応仁の乱から幕府の権力が弱体化した結果、各地

の大名の力が強まり世の中が混乱したという史実から、織田信長・豊臣秀吉が天下統一に向かって

いった過程を地図で示した。児童はそこから、「織田信長と豊臣秀吉はどのようにして戦国の世を

治めていったのか」という学習問題を作った。 

次に学習計画表を配布し、児童が第２～５時間目までの「学習内

容、情報手段、表現方法、時間配分」を自分で選択し、追究する過

程の計画を立てた（資料１）。 

追究する過程（第２～

第５時）では、１時間目

に立てた計画に沿って調

べ学習を進めた。児童は

教科書や資料集だけでな

く、図書室の本や学習動

画など各自が選んだ方法

で情報収集を行った。調

べたことを表現する方法

としては、学習支援ソフ

トを選択した児童が多かった（図２）。２割程度の児童はノートに、１割程度が、教師が用意した

ワークシートに記録していた（図３）。シンキングツールを使ったり、調べた事実を、矢印を使っ

て関連付けたりしながら、思い思いの表現方法でまとめていた。互いの学習支援ソフトやノートを

見せ合って、表現方法を変更する児童や、効果的なシンキングツールについて話し合う児童もい

た。調べた内容やそこから考えられること、追究の過程で出た疑問などは、児童が黒板に記述し、

クラスで共有された（次ページ図４）。学習を進める中で、黒板を見ながら、友達が疑問に思った

ことについて調べ、自分が考えた解答を板書する児童がいた。また、友達のノートや板書を撮影

し、学習支援ソフトに取り込み、参考にする児童も見られた。 

手立て２ 自己選択学習で学んだ知識を活用する小課題の設定 

手立て２は、児童が手立て１の自己選択学習の中で学んだ知識を活用し、社会的な見方・考え方

を働かせて思考できる小課題を設定するものである。一つの歴史的事象について、身分や思想が異

なる人の視点や、地理的な位置・分布の視点から比較・分類・関連付けを行うことで、多角的な視

点で物事を捉える必要性やおもしろさに気付き、深く思考する力を身に付けられると期待する。ま

た、この小課題を解決する過程で、自己選択学習で学んだ知識を定着させることができると考え

る。 

図３ 児童のまとめ② 図２ 児童のまとめ① 
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毎時間の終末５分間を使い、学習支援

ソフトで配付した「深まりシート」（資

料２）に、まとめ・深まりの視点・振り

返りを記入し、学びの蓄積を行った。ま

とめには、本時で調べた事実やそこから

考えたことを記入し、振り返りには、そ

の時間の自分の学び方や、自分の考えの

深まり方について分析し記入するよう伝

え、分別化を図った。児童が自分の考え

の深まり方について自覚できるようにす

るために、「追加・変化・強化・進化」

という深まりの４視点を与え、その時間

に感じられた視点に〇を付ける形にした。児童の振り返りには、「友達と話すことで、新たな考え

に気付けた。（追加）」「何をしたかだけではなく、何のためにしたかを書くと分かりやすいと思

ったので、次回はこの方法で調べようと思った（強化）」など、自分の考えや学び方の深まりにつ

いて記述されていた。 

授業の初めには、児童が学習計画表と「深まりシート」を開き、前時のまとめや振り返りを見

返しながら本時のめあてや学習方法を修正、追加する時間を設けた。「前時は自分でたくさん調べ

て知識が追加されたから、今日はそこから考えたことを友達と話し合って強化を目指す」「ワーク

シートを使ってみたけれど、学習支援ソフトも使えるようになりたいから表現方法を変えて進化を

目指す」など、「深まりシート」を通して前時までの自分と向き合いながら学習を進めていた。 

 

(2) 手立て２について 

第５時後半に、グループごとに自分たちが調

べた両武将の政策を学習支援ソフトの表に整理

した。その際、「織田信長は、楽市楽座によっ

て自分の城下町を栄えさせることを狙った」

「秀吉は検地によって確実に年貢が手に入る制

度を整えた」など、両武将は自分自身にメリッ

トがある政策をたくさん考えていたということ

に気付くことができた。このとき、児童によっ

ては、手立て１の自己選択学習で調べきれなか

った政策についても、確認することができた。 

そこで、本時（第６時）では「両武将の元で

生きる武士や庶民の立場から、二人の政策を評価す

る」という、自己選択学習で学んだ知識を生かして、

多角的な視点から両武将の政策について考える小課題

を設定した。児童は、戦国時代の武士と庶民の生活の

様子を記したプリントから当時の生活を想像し、「自

分の立場から見て、両武将の政策にメリット・デメリ

ットはあるか」を考え、学習支援ソフトの表に書き込

んだ（図５）。児童は前時にグループで整理した表を

見返して、両武将の政策がどのようなものだったか確

かめながら、武士や庶民の視点からメリット・デメリ

ットを考えていた。また、黒板に掲示された戦国時代の武士や庶民の生活を描いた絵図を見なが

ら、お互いの考えを共有する児童もいた（図６）。 

図５ 児童の学習支援ソフト 

図４ 児童が書いた板書 

図６ 立場の違う児童同士で交流 
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全体共有の時間には、豊臣秀吉の政策「刀狩」に対して、武士側から「庶民が反抗してこなくな

るので平和になるからよい」「戦う力が下がるのが嫌だ」、庶民側から、「戦いが減って平和にな

りそうだからよい」「何かあっても反抗できないのは困る」といった意見が出た。立場の違いから

くる意見の違いや、同じ立場でも人の考え方には違いがあることに気付くことができた。 

   児童が「深まりシート」に記した本時のまとめには、「両武将は天下統一に向けて武士にも庶民

にもバランスよくメリットがあり、みんなに納得してもらうための政策を考えた」「両武将は天下

統一のためになるべく公平で、いろんな立場の人が納得できるような政策を行った」など、両武将

が天下統一に向けて果たした役割について多角的に考えている様子が見られた。 

 

Ⅲ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

○ 学習計画表や「深まりシート」の記述を見ると、前時までの学び方を振り返る活動や、他者と

の交流を通して、児童が自ら本時の学習計画を立て直したり、新たな考えに気付いたりしている

ことが分かる。このことから、自己選択学習を取り入れたことで、児童が自己調整力を発揮しな

がら学習を進め、自らの考えの深まりを自覚することができるようになったと考えられる。 

○ 実践後のアンケート結果から、「自己選択学習をして、自分の学ぶ力がついたと思う・まあま

あ思う」と回答した児童が９割を超えた。自由記述（表１）を分析すると、児童は「自分の学び

を見通す力」「計画立てて学びを進める力」「他者との交流や資料から考えを深める力」を自覚

できていることが分かる。このことから、自己選択学習が自己調整力を高めるために有効であっ

たといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自己選択学習の時間だけでは、両武将の主要な政策やその意味について十分学びきれなかった

児童もいるが、小課題を設定することで知識の補填や定着を図ることができた。 
○ 別の単元の学習でも、歴史的事象について、職業や思想、地理的条件や政治的な環境など様々

な視点から考え、話し合う様子が見られた。このことから、自己選択学習の中に小課題を設定し

たことで、児童が一つの事象を多角的な視点でみることの必要性に気付き、考えを深めることが

できたと言える。 

 

２ 課題 

○ 自己選択学習では、学習した内容をまとめる際に、教科書の文章をそのまま写してしまう児童

がいた。単元の課題に関わる箇所を抜き出すよう助言し、分かりやすくまとめている児童のノー

トを共有して参考にできるとよかった。 

○ 「深まりシート」に記入するまとめと振り返りの内容が重複する児童がいた。振り返りには本

時の自分の学び方について記述できるよう、正しく書き分けている児童のシートを共有して書き

方に慣れさせることで、より自己調整力を発揮して学習を進められると考える。 

  ○ 教師が児童の進度や疑問を常に把握し、必要としている資料を適切なタイミングで提示した

り、タイムマネジメントを工夫したりといった臨機応変な対応を行う必要がある。 

「思う」「まあまあ思う」と答えた児童の自由記述 

児童A 自分のペースで進められるし、自分で足りないと思ったところを優先的に学べるよ

うになった 

児童B みんなと意見をまとめて自分の考えが前よりも深まるようになった 

児童C ただ調べるだけじゃなくて、友達と話したりいろいろな資料を見たりして、「何で

そんなことをしたか」を考えられるようになった 

表１ アンケートの自由記述（一部抜粋） 
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Ⅳ 資料 

１ 自己選択学習「学習計画表」 

 

２ 学習のまとめや学び方を振り返る「深まりシート」（学習支援ソフトで作成） 


